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平成２５年度の卒業証書授与式が３月２０日（木）行われました。 

今年度は、伊藤美紀さん１名がご卒業と言うことで、想いのこもった素晴らしい卒業式が行われました。 

入学以来、少人数の学校で勉強にスポーツに励み、いつも自分が主役と言う立場で頑張られ、何にでも一生懸命に打ち込む姿は、素

晴らしく年々成長を感じておりましたが、ついに卒業を迎え、中学校と言う次のステップに歩みを進めております。 

 下で紹介いたします伊藤美紀さんが書いた「私の宝物」を読んでいただければわかる通り「思い出や出会った人」これが宝物である

と書かれております。 美紀さんの成長を感じる素晴らしい作文でした。 

 ご卒業本当におめでとうございます。

  

 

伊藤美紀さん 
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私
は
、
別
子
小
学
校
で
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
つ
く
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
や
、
そ
れ
を
し
て
わ
か
っ
た
こ
と
を
三
つ
書
き
ま
す
。 

一
つ
目
は
、
別
子
太
鼓
や
敬
老
会
の
劇
、
運
動
会
の
ダ
ン
ス
な
ど
の
練
習
を
し
た
こ
と
で

す
。
こ
の
三
つ
は
夏
休
み
で
も
集
ま
っ
て
、
練
習
や
準
備
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
人
で
は

で
き
な
い
の
で
「
助
け
合
う
こ
と
が
大
切
」
と
言
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
六
年
生
に
な

っ
て
か
ら
は
、
二
人
し
か
い
な
い
の
で
、
別
子
太
鼓
や
敬
老
会
の
劇
な
ど
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
二
人
で
協
力
し
て
児
童
会
を
し
た
り
、
旗
揚
げ
を
し
た
り
、
小
さ
な
こ
と
で

も
助
け
合
っ
て
頑
張
り
ま
し
た
。 

 

二
つ
目
は
、
放
課
後
に
卓
球
や
陸
上
、
水
泳
を
頑
張
っ
た
こ
と
で
す
。
練
習
し
た
分
だ
け

上
手
に
な
り
、
タ
イ
ム
が
短
く
な
り
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
練
習
し
な
け
れ
ば
、
ど
れ
も
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

「
努
力
す
れ
ば
ど
ん
な
こ
と
も
上
手
に
な
る
。
」
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら

も
心
に
刻
ん
で
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

三
つ
目
は
み
ん
な
と
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
で
す
。
一
年
生
の
時

か
ら
四
年
生
ま
で
は
、
小
・
中
学
校
合
わ
せ
て
七
人
で
遊
ん
だ
り
体
育
を
し
た
り
、
音
楽

を
し
た
り
し
ま
し
た
。
私
が
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
四
年
生
の
時
、
み
ん
な
で

「
一
生
の
宝
物
」
と
言
う
歌
を
作
っ
た
こ
と
で
す
。
最
後
の
と
こ
ろ
に
、
「
一
つ
一
つ
の
思
い

出
が
一
生
の
宝
物
」と
言
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
フ
レ
ー
ズ
が
大
好
き
で
す
。
五
年

生
に
な
る
と
平
家
平
に
登
っ
た
り
、
自
然
の
家
に
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
六
年
生
で
は
、
初

め
て
角
野
小
学
校
と
運
動
会
を
し
た
り
、
多
喜
浜
小
学
校
と
交
流
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

キ
ノ
コ
学
習
会
で
は
「
カ
メ
ム
シ
タ
ケ
」
が
と
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
し
く
一
年
生
に
入
っ

て
き
た
明
花
さ
ん
と
過
ご
し
た
毎
日
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
思
い
出

を
、
宝
物
だ
と
思
っ
て
忘
れ
な
い
よ
う
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

一
緒
に
学
校
生
活
を
と
も
に
し
た
、
友
達
。
思
い
出
は
数
か
ぞ
え
き
れ
ま
せ
ん
。
遠
足
、

運
動
会
、
敬
老
会
、
産
業
文
化
祭
、
学
校
に
行
こ
う
デ
ィ
、
地
域
の
人
に
は
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
地
域
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
学
習
発
表
を
聞
い
て
も

ら
い
拍
手
を
も
ら
っ
た
と
き
は
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
先
生
方
に
は
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
特
に
近
藤
先
生
に
は
卓
球
、
最
後
に
家
族
で
す
。
私
の
こ

と
を
い
つ
も
い
つ
も
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

私
は
、
思
い
出
や
、
こ
れ
ま
で
出
会
っ
て
き
た
人
を
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
宝
物
と
し
て
大

切
に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
宝
物
を
作
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。 

今年度も、新居浜市指定重要文化財「エドヒガン桜」の周辺整備

作業を実施いたします。 

地域の皆様にはご苦労をお掛け致しますが、ご協力のほどよろし

く願いいたします。 

日時：平成２６年４月６日（日）午前８時～ 

場所：別子山大野 集合 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春分の日も過ぎ、山もようやく春を感 

じる季節がやってまいりました。 

しかし今年の冬は本格的な雪が沢山積もりましたねえ、除雪作業に皆さん

ご苦労なさったのではないでしょうか？ 

山も緑色が濃くなり始め新芽が花粉を散らしております。花粉に敏感な方

はつらい季節ですが、徐々に気温も上昇し本当の春を感じております。 

 昨年度も地域の皆さんには、合併１０周年記念事業やその他各種事業で大

変ご面倒をおかけいたしました。本当にありがとうございました。 

 さて、新年度の幕開けです。早々には、昨年度より公民館事業で取組んで

おります。市指定重要文化財「エドヒガン桜」の周辺整備作業を実施いたし

ます。新年度早々から皆様方には大変ご苦労をお掛け致しますが、ご協力が

なければ出来ませんので、何卒よろしくお願いいたします。地域のシンボル

的存在である桜の開花が待ち遠しいものです。 

 振り返りますと、自治会主催事業や公民館事業を始めとする各種取組によ

って、小さな一歩が、徐々に花を開こうとしております。これからもさらに

一歩ずつ歩みを進め、地域の明るい未来が見える様取組を進めていこうと思

いますので、地域の皆様には、ご苦労をお掛け致しますが、ご支援ご協力を

お願いいたします。 

最近徐々に気温も上がり始めましたが、寒暖差の激しいこの時期、春の陽

気に油断することのないよう、体調管理には万全を期してお過ごしくださ

い。 

 今年度もよろしくお願いいたします。 

 

第４７回にいはま春の市民文化祭を次の日程で行います。ぜひご来場ください。 
 
≪芸能の部≫ 

第１部  ４月１３日（日） １３：３０～ 市民文化センター大ホール 筝曲・尺八・洋舞 
ハーモニカなど 

第２部  ４月１９日（土） １３：００～ 市民文化センター中ホール 日舞・器楽・詩吟など 
 

第３部  ４月２０日（日） １３：３０～ 市民文化センター中ホール 邦舞・銭太鼓・和太鼓・大正琴など 
 

第４部  ４月２６日（土） １３：００～ 市民文化センター中ホール 器楽・民謡・洋舞など 
 

第５部  ４月２７日（日） １４：００～ 市民文化センター大ホール 市民吹奏楽団 
入場無料（公民館・市役所に整理券があります。整理券がなくても入場できます。） 

≪美術の部≫ 
期 間   前期：４月１０日(木)～４月１５日(火) 午前９時３０分～午後５時３０分 

       後期：４月１７日(木)～４月２２日(火) 午前９時３０分～午後５時３０分 
                          (最終日はいずれも午後４時まで)     

部 門   前期： ・洋画・書道・版画・工芸（陶芸・美術工芸・彫塑立体） 
後期： ・日本画・写真・文芸（短歌・俳句・川柳）・デザイン・絵手紙・華道   

入場料  無料  
ロビー茶会 ： ４月１２日（土）１０：３０～１５：００ 呈茶料 ２５０円 
場 所    新居浜市立郷土美術館 
     ※４月１６日（水）は、作品入れ替えの為展示はありません。 

 

移動図書館「青い鳥号」が今月も、別子

山地区にやってきます。 

みなさん是非ご利用ください。 

 ４月は、２４日（木）に巡回します。 

①別子山支所  １０：２０～１１：１０ 

②福祉センター １１：２０～１２：００ 

③別子小中学校 １３：００～１４：００ 

※本を借りる場合は、「図書館カード」が必

要です。 

※１人１０冊まで借りる事ができます。 

その他分からないことは、図書館員におた

ずねください。 

新居浜市立別子銅山記念図書館 

℡ 0897-32-1911 

本運動は、広く国民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交

通ルールの遵守と正しい交通 

マナーの実践を習慣付けるとともに、国民自身による道路交通

環境の改善に向けた取組を推 

進することにより、交通事故防止の徹底を図ることを目的とす

る。 

運動の基本：子子どどももとと高高齢齢者者のの交交通通事事故故防防止止  
● 子どもとその保護者及び高齢者の交通安全意識の高揚を

図る。 

● 子どもと高齢者に対する保護意識の高揚を図る。 

 

運動の重点 

①自自転転車車のの安安全全利利用用のの推推進進（（自自転転車車安安全全利利用用五五則則のの周周知知徹徹底底））  

● 自転車利用者の交通安全意識の高揚を図り、車両としての交

通ルールの遵守と交通マナーの向上を促進することにより、交

通事故防止と自転車利用者による危険・迷惑行為の防止を目指

す。  
②全全ててのの座座席席ののシシーートトベベルルトトととチチャャイイルルドドシシーートトのの正正ししいい着着

用用のの徹徹底底  

● 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着

用を徹底し、交通事故発生時における被害の防止・軽減を図る。 

③飲酒運転の根絶 

● 飲酒運転の悪質性・危険性、交通事故の悲惨さを訴え、飲酒

運転を根絶する。 


